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【概要】ダッシュボードで確認・活用できること

社内IT環境を見える化し、リスクの発見から改善までのアクションまでを支援します。

① アラート発生状況 ② IT資産稼働状況

③ 労働時間分析 ④ 業務傾向分析

６種類のアラート発生状況の確認、
対処ができます。

１．旧OSバージョン利用
２．ウイルス対策ソフト未インストール
３．長期間未稼働
４．機器情報持出
５．新稼働アプリケーション
６．早朝深夜使用

下記３項目毎に状況の把握が可能

１．デバイス状況
└メモリ・ストレージ・フリーズ状況を
確認し端末更改検討に活用できます。

２．アプリケーション
└稼働アプリ一覧の確認、未承認
アプリの把握や制限が可能です。

３．Web作業
└Web作業一覧の確認、未承認サイト

特定（シャドーAI・IT）、制限可能です。

総労働時間、一人当たりの平均稼働時間の
確認、アプリケーションまたはWebドメイン
などの業務システムの利用状況をグループ別、
個人別で確認できます。

画面：アラート発生状況 画面：Web作業

画面：今月の業務システム稼働状況

繰り返し作業時間の確認、
当月作業時間の多かった繰り返し
作業の上位10パターンが確認できます。

（繰り返し作業とは）
複数のアプリケーションやファイルを
またがった2回以上の作業と定義し
ＰＣ操作ログからＡＩが自動で抽出します。

画面：繰り返し作業時間



①セキュリティ対策（内部脅威対策/IT資産管理）

さまざまな内部体制を整備するための機能で、お客様のセキュリティ対策レベルを高めます

記録メディアの利用制御 利用アプリの管理・制限

Windows一括アップデート ログの保管

会社として利用していいメディアを指定すること
により予想外のリスクを回避できます。
持出時のアラート通知もチャットで受け取れます。

・記録メディア（USB等）の使用制限
・特定USBの利用設定
・一時的な使用許可の設定
など

利用を許可するアプリを定めることで、情報漏洩や
業務効率低下など予想外のリスクを回避できます。

・インストール済みアプリの一覧
・アプリの利用制限の設定
・インストールアプリの一括配信

など

多くの端末・拠点の管理は、セキュリティ対策とし
て重要な要素です。コンソールより、
アップデート作業の軽減ができます。

・Windows更新端末の確認
・更新作業の遠隔指示
（即時・時刻・日時指定）

など

最大120項目ある収集データを利用して、
端末がどのWEBにいつアクセスしたのか。
どのファイルにアクセスし、何をしたのか
確認が可能です。

・WEB閲覧
・ファイル操作（閲覧のみなど）
・クラウドへのアップロード

など



②業務効率化（DX）
グループ別・個人別の詳細な分析結果をレポートで表示し、新たな目線で会社を見直せます

労働時間分析
操作時間の長さから労働負荷の傾向を把握

Webブラウザ稼働分析
ドメイン別の利用状況まで把握できるため
クラウドサービス等の利用状況も把握可能

アプリ稼働分析
グループ別のアプリケーションの稼働状況
を把握することで業務ウェイトをイメージ

繰り返し作業
AIが繰り返し業務を検知し、作業フローを作成

自動化しやすい繰り返し作業
を検知。作業フローは業務改
善時に従業員との認識合わせ
にも活用できます。

アプリ別の稼働時間を可視化
し、利用率から業務特性の把
握が可能です。

ブラウザのドメイン単位での
分析が可能なためクラウド
サービスなどの利用状況ま
で詳細に分析可能です。

労働時間を可視化し業務負
荷がかかっている人への早
期ケアが可能です。
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